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今月のトピックス 

 

 

図書館開設記念日 
１８７２（明治５）年４月２日、官立公共図書館「書 籍 館

しょじゃくかん

」が東京・湯島 

に設立されました。日本で初めての近代図書館であったことから、この日が 

記念日とされています。記念日にちなみ、図書館に関する本をご紹介します。 

●『世界の図書館』ビャーネ・ハマー/著 ほるぷ出版 012 セ 

●『図書館ねこベイカー＆テイラー』ジャン・ラウチほか/著 早川書房 645.7 ラ   

●『図書館員をめざす人へ』後藤敏行/著 勉誠出版 013.1 コ 

●『図書館はまちのたからもの ひとが育てる図書館』内野安彦/著 紀伊國屋書店 010.4 ウ 

●『知って得する図書館の楽しみかた』吉井潤/編著 勉誠出版 015 ヨ  

「第一法規 法情報総合データベース」が入りました！ 
利用者用インターネット端末にて、“現行法規”、“判例体系”、“法律判例文献情報”などが

調べられるデータベースがご利用いただけるようになりました。ぜひご活用ください。 

 

    

地域の歴史に親しむ講座 

藤まつり期間中、津島地域の歴史と文化について学ぶ講座を図書館で開催します。 

時間：第１部 １０時半～12 時、第２部 １３時～１４時半、第３部 １４時半～１６時 

場所：図書館２階大集会室 ＊事前申込不要・無料 

 

４月２９日（土・祝） 

第１部：『家康・宗春の町づくりと祭り』 講師：安田文吉氏（南山大学名誉教授） 

第２部：『文書からみた近世の村－戸口史料を中心に－』  

講師：石田泰弘氏（愛西市佐織公民館長） 

第３部：『織豊期津島社における牛頭天王信仰について－領主との関係、「津島社勧進帳」 

より読み解く－』 講師：羽柴亜弥氏（「愛知県史」特別調査員） 

４月３０日（日） 

第１部：『尾張津島天王祭 閏六月祭礼を考える』 講師：黒田剛司氏（天王文化塾） 

第２部：『郷土の漢詩人・書家 服部擔風』 講師：浅井厚視氏（津島市立南小学校長） 

第３部：『戦後復興と津島市の誕生－70 年前の津島市誕生時を振り返る－』 

講師：園田俊介氏（津島市立図書館長） 

 



 
新 着 図 書 

『かわいい浮世絵』 太田記念美術館／監修 日野原健司／著 東京美術 721.8 ヒ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

スマートフォン向け検索画面もでき、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/ 

 

休館日 

２５日（火）（毎月第４火曜日） 

 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『不時着する流星たち』小川洋子/著 ←ｸﾞﾚﾝ・ｸﾞｰﾙﾄﾞにｲﾝｽﾊﾟｲｱされた短篇などを含む全十篇の物語。 

『ノスタルジー1972』中島京子ほか/著 ←豪華執筆陣６人が送るﾉｽﾀﾙｼﾞｰと今につながる日本を描く。 

『翻訳家の蔵書』大瀧啓裕/著 ←怪奇幻想翻訳に一家を成す翻訳家による貴重な書き下ろしエッセイ集。 

『夢と失望のスリー・ライオンズ』ﾍﾝﾘｰ･ｳｨﾝﾀｰ/著 ←国技:ｻｯｶｰであるｲﾝｸﾞﾗﾝﾄ代表史の分析録かつ嘆願書。 

『もったいないばあさんの知恵袋』真珠まりこ/作・絵 ←毎日新聞で長年連載されているシリーズを書籍化。 

『日本美術応援団』山下裕二・井浦新/著 ←美術作品のカラー図版とともに二人の軽快なトークで解説。 

『稀代の本屋 蔦屋重三郎』増田晶文/著←江戸随一の出版人・蔦重。稀代の男の波乱の生涯を描く時代小説。 

『殺意の隘路』日本推理作家協会/編 ←この３年を代表する 15 作家による傑作ミステリーの競演。 

『うき世櫛』中島要/著 ←子弟関係の二人は髪結いの仕事を通して江戸の悩める女性たちを次々と救う。 

『大きな字でわかりやすいパソコン入門』AYURA/著 ←Windows10 の必要な機能を厳選した入門書。 

 

 江戸時代や明治時代に庶民の娯楽として人気のあった浮世絵。しか

し、百年以上の時が経ってしまった現在では、当時の生活や文化にな

じみがないと、いまひとつ共感しづらいかもしれません。そこで、本

書では「かわいい」というキーワードで浮世絵が集められています。

鞠をリフティングする猫たちやカメラ目線でにっこり微笑む雀などの

ユーモラスな動物たちの姿や、愛らしい子どもたちの姿、洗練された

おしゃれなデザインやファッションなど、理屈抜きで「かわいい」と

感じられるものが浮世絵の中にはあふれています。紹介される機会の

少ない珍しい浮世絵も多数収録されていますので、思わず顔がほころ

ぶ「かわいい」浮世絵の世界をぜひお楽しみください。 


